
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム昭和

目標達成計画 作成日：平成28年12月19日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 20

家族以外に馴染みのある人が訪れることが少
ない

家族の協力を得ながら、入居者の地元への
外出を支援する

入居者の出身地訪問を企画し、昔からの知人と
ふれあえる場所を家族の意見も取り入れながら
模索し実際に実行してみる。
　また、入居者の想い出の地を聞き出し、記憶
をよみがえらせ、現実に出かけてみて、入居者
の心境の変化を観察する。

12ケ月

2 35

防災関連の備蓄が不十分である 災害時の連絡網の強化と備蓄の充実を図
る。

防災マニュアルの見直しを随時行い、地震等自
然災害対策をテーマに地域との意見交換を積
極的に行う。

12ケ月

3 49

近隣の散歩以外の外出が少ない 近隣の散歩はもとより、屋外活動の機会を
徐々に増やしていく。

８人乗りの自動車を積極的に利活用し、思い出
が残る出身地や景勝地を訪問する機会を増や
す。

6ケ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


